
厚生労働省発老第0628001号  

平成18年6月 2 8 日  

社会保障審議会   

会 長 貝塚 啓明 殿   

厚生労働大臣  

川崎 二郎  

諮  問 書  

介護保険法（平成9年法律第123号）第41条第5項、第48条第3  

項（介護保険法施行法（平成9年法律第124号）第13条第4項におい  

て準用する場合を含む。）及び第53条第3項並びに第74条第3項、 第  

97条第4項、第110条第3項及び第115条の4第3項の規定に基づ  

き、指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成12年  

厚生省告示第19号）、指定施設サービス等に要する費用の額の算定に関  

する基準（平成12年厚生省告示第21号）、指定介護予防サービスに要  

する費用の額の算定に関する基準（平成18年厚生労働省告示第12 7  

号）、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（平  

成11年厚生省令第37号）、介護老人保健施設の人員、施設及び設備並  

びに運営に関する基準（平成11年厚生省令第40号）、指定介護療養型  

医療施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成11年厚生省令第41  

号）及び指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定  

介護予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する  

基準（平成18年厚生労働省令第35号）をそれぞれ別紙1から別紙4ま  

でのとおり改正することについて、貴会の意見を求めます。   



介護報酬単位の見直し案  
（変更点は下線部）  

改 正 案  現  行  

○指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成12年   
厚生省告示第19号）  

○指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成12年   
厚生省告示第19号）  

指定居宅サービス介護給付費単位数表  

9 短期入所療養介護費   
イ 介護老人保健施設における短期入所療養介護費  

口 療養病床を有する病院における短期入所療養介護費   
（1）病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  

（－）病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ川護4：1看削：1  

a 病院療養病床短期入所療養介護貴（i）く従来型個室〉  

l 経過的要介護  

ii要介護1  
iii要介護2  
jv 要介護3  
V 要介護4  
Vi要介護5  

b 病院療養病床短期入所療養介護費（ii）く多床皇〉  

l 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  
iv 要介護3  

V 要介護4  
Vi要介護5  

に）病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）介護5：1看護6：1  

a 病院療養病床短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉  

l 経過的要介護  
ii要介護1  

指定居宅サービス介護給付費単位数表  

9 短期入所療養介護費   
イ 介護老人保健施設における短期入所療養介護費  

口 療養病床を有する病院における短期入所療養介護費   
（1） 病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  

（－）病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）介護4：1看削：1  

a 病院療養病床短期入所療養介護費（i）〈従来型個室〉  

l 経過的要介護  

ii要介護1  
iii要介護2  
iv 要介護3  
V 要介護4  
Vi要介護5  

b 病院療養病床短期入所療養介護費（ii）く多床圭〉  

l 経過的要介護  

ii要介護1  
iii要介護2  
iv 要介言隻3  

V 要介護4  
Vi要介護5  

に）病院療養病床短期入所療養介護費川）介護5：1看護6：1  

a 病院療養病床短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉  

l 経過的要介護  
ii要介護1  

（略）   （略）   

534単位   

701単位   

811単位  

1，049単位  

1，150単位  

1，241単位  

618単位   

832単位   

942単位  

1，180単位  

1，281単位  

1，372単位  

534単位   

701単位   

811単位  

1，049単位  

1，150単位  

1，241単位  

618単位   

832単位   

942単位  

1，180単位  

1，281単位  

1，372単位  

498単位  

641単位  

498単位  

641単位   
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jii要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 病院療養病床短期入所療養介護費（ii）く多床圭〉   

＝ 要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 病院療養病床短期入所療養介護費（ii） 〈多床圭〉  

750単位   

910単位  

1，066単位  

1，108単位  

750単位   

910単位  

1，066単位  

1，108単位  

l 経過的要介護   

ii要介護1   

iii要介護2   

iv 要介護3  

V 要介護4  
Vj 要介護5  

（三）病院療養病床短期入所療養介護費Ⅷ）  

l 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  
付 要介護3  
V 要介護4  
Vi要介護5  

（三）病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）   

a 病院療養病床短期入所療養介護費（i）  

I 経過的要介護  
ii要介護1  
獅 要介護2  
ル 要介護3  
V 要介護4  
Vi要介護5  

b 病院療養病床短期入所療養介護費川）  

l 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  

付 要介護3  
V 要介護4  
Vi要介護5  

し2）病院療華病床経過型寒期入所療養介護琴  

（－）病院療養病床経過型短期入所療養介豆  

582単位  

772単位  

881単位  

1，041単位  

1，197単位  

1，239単位  

介護6：1看那：1  

582単位  

772単位  

881単位  

1，041単位  

1，197単位  

1，239単位  

介護6：1看削こ1  

く従来型個室〉  

473単位  

611単位  

722単位  

873単位  

1，030単位  

1，071単位  

く多床圭〉  

557単位  

742単位  

853単位  

1，004単位  

1，161単位  

1，202単位  

U日につき）  

費（Ⅰ）く従来型個室〉  

a 病院療養病床短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉   

l 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  
iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 病院療養病床短期入所療養介護費（iり〈多柁〉  

】 経過的要介護  

ii要介護1  

iii要介護2  
iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5   

473単位   

611単位   

722単位   

873単位  

1，030単位  

1，071単位  

557単位   

742単位   

853単位  

1，004単位  

1，161単位  

1，202単位  

534単位  

701単位  

811単位  

919単位  

010単位  

101単位   
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618単位  a 経過的要介護  
P要介護1  
C＋要介護2  

d 要介護3  
e 要介護4  
f 要介護5  

832単位   

942単位  

1．050単位  

141単位  

」皿ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  
（－）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護責川くユニット型個室〉  

皿ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  
（－）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）くユニット型個室〉  

625単位   

835単位   

945単位  

1，183単位  

1，284単位  

1，375単位  

a 経過的要介護  
b 要介護1  

625単位   

835単位   

945単位  

1，183単位  

1，284単位  

1，375単位  

a 経過的要介護   

b 要介護1   

C 要介護2   
d 要介護3   

e 要介護4  

f 要介護5  

要介護2  

要介護3  

要介護4  

要介護5  

C
．
d
 
e
 
f
 
）
 
 

－
■
 
 ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）くユニット型鯛圭〉  ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費川）くユニット型準個室〉  

●
 
】
 
 

625単位   

835単位   

945単位  

1，183単位  

1，284単位  

1，375単位  

a 経過的要介護  
b 要介護1  

c 要介護2  
d 要介護3  
e 要介護4  
f 要介護5  

625単位   

835単位   

945単位  

1，183単位  

1，284単位  

1，375単位  

a 経過的要介護  

b 要介護1  

C 要介護2  

d 要介護3  

e 要介護4  

f 要介護5  

（4）特定病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）760単位  
1（1）から（3）までについて、療養病床（医療法（昭和23年  

特定病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）760単位  皿  

（1）及び（2）について、療養病床（医療法（昭和23年法律  注1   

法律第205号）第7条第2項第4号に規定する療養病床をい  

う。以下同じ。）を有する病院である指定短期入所療養介護  
事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合  

し、かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務  

条件に関する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出  
たものにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係るものに  

限る。）において、指定短期入所療養介護を行った場合に、  

当該施設基準に掲げる区分及び別に厚生労働大臣が定める基  

準に掲げる区分に従い、利用者の要介護状態区分に応じて、  

それぞれ所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤を行う職  

員の勤務条件に関する基準を満たさない場合は、所定単位数  

から 25単位を控除して得た単位数を算定する。なお、利用   

第205号）第7条第2項第4号に規定する療養病床をいう。  
以下同じ。）を有する病院である指定短期入所療養介護事業  
所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し、  

かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件  

に関する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出たも  
のにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係るものに限る。）  
において、指定短期入所療養介護を行った場合に、当該施設  
基準に掲げる区分及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げ  
る区釧こ従い、利用者の要介護状態区分に応じて、それぞれ  

所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤を行う職員の勤務  
条件に関する基準を満たさない場合は、所定単位数から25  
単位を控除して得た単位数を算定する。なお、利用者の数又  
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者の数又は医師、看護職員若しくは介護職員の員数が別に厚   
生労働大臣が定める基準に該当する場合は、別に厚生労働大   
臣が定めるところにより算定する。  

2 皿について、療養病床を有する病院である指定短期入所療   
養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準   
に適合し、かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員   

の勤務条件に関する基準を満たすものとして都道府県知事に   
届け出たものにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係る   
ものに限る。）において、利用者（別に厚生労働大臣が定め  
る者に限る。）に対して、日中のみの指定短期入所療養介護   
を行った場合に、所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤   

を行う職員の勤務条件に関する基準を満たさない場合は、所   
定単位数から 25単位を控除して得た単位数を算定する。な   

お、利用者の数又は医師、看護職員若しくは介護職員の員数   

が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合は、別に厚   

生労働大臣が定めるところにより算定する。  

3 皿について、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たさ   
ない場合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当す   

る単年数を算定する。  

4 別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定短期入   
所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に従い、  
1日につき次に掲げる単位数を所定単位数から減算する。   

イ 病院療養病床療養環境減算（Ⅰ）  25単位   

口 病院療養病床療養環境減算川）  85単位   

ハ 病院療養病床療養環境減算（皿）  115単位  

5 医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省   
令第50号）第49条の規定が適用されている病院については、  
1日につき12単位を所定単位数から減算する。  

6 別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関   
する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定短   
期入所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に   

従い、1日につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算する。   
イ 夜間勤務等看護（Ⅰ）  23単位   

口 夜間勤務等看護川）  14単位   

ハ 夜間勤務等看護（Ⅲ）  7単位   

は医師、看護職員若しくは介護職員の員数が別に厚生労働大   
臣が定める基準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定め   
るところにより算定する。  

2 皿について、療養病床を有する病院である指定短期入所療   
養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準   
に適合し、かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員   

の勤務条件に関する基準を満たすものとして都道府県知事に   
届け出たものにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係る   
ものに限る。）において、利用者（別に厚生労働大臣が定め   
る者に限る。）に対して、日中のみの指定短期入所療養介護   

を行った場合に、所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤   
を行う職員の勤務条件に関する基準を満たさない場合は、所   
定単位数から 25単位を控除して得た単位数を算定する。な   

お、利用者の数又は医師、看護職員若しくは介護職員の員数   

が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合は、別に厚   
生労働大臣が定めるところにより算定する。  

3 皿について、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たさ   

ない場合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当す   
る単位数を算定する。  

4 別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定短期入   

所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分lこ従い、  

1日につき次に掲げる単位数を所定単位数から減算する。   
イ 病院療養病床療養環境減算（Ⅰ）  25単位   

口 病院療養病床療養環境減算Ⅷ）  85単位   

ハ 病院療養病床療養環境減算（皿）  115単位  

5 医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省   

令第50号）第49条の規定が適用されている病院については、  
1日につき12単位を所定単位数から減算する。  

6 別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関   
する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定短   
期入所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に   

従い、1日につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算する。  

イ 夜間勤務等看護川  

口 夜間勤務等看護川）  

ハ 夜間勤務等看護（Ⅲ）  

23単位  

14単位   

7単位  
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7 利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行う   
ことが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短   

期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につ   
き184単位を所定単位数に加算する。  

8 次のいずれかに該当する者に対して、病院療養病床短期入  

所療養介護費川、病院療養病床短期入所療養介護費川）呈上   
くは病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）又は病院療養病床経  

過型時期入所療養介護費を支給する場合は、それぞれ、病院   

療養病床短期入所療養介護費mの病院療養病床短期入所療養   
介護費（H）、病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）の病院療養   

病床短期入所療養介護費川）若しくは病院療養病床短期入所療   

養介護章（Ⅱ）の病院療養病床短期入所療養介護費（H）又は病院  

7 利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行う  

ことが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短  

期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につ  

き184単位を所定単位数に加算する。  

8 次のいずれかに該当する者に対して、病院療養病床短期入  

所療養介護費川、病院療養病床短期入所療養介護費川）星追  
病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅲ）を支給する場合は、それ  

ぞれ、病院療養病床短期入所療養介護費＝の病院療養病床短  
期入所療養介護費回、病院療養病床短期入所療養介護費川）  
の病院療養病床短期入所療養介護費（H）又は病院療養病床短期  

入所療養介護費（：）の病院療養病床短期入所療養介護責（H）を  

算定する。  

イ 感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師  

が判断した者  

口 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を  

利用する者  

ハ 著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状  

況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室  

の利用の必要があると医師が判断した者  

9 指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注  
1及び注6の規定による届出に相当する介護療養施設サービ  
スに係る届出があったときは、注1及び注6の規定による届  
出があったものとみなす。   

10 弄り用者が連続して 30 日を超えて指定短期入所療養介護を  
受けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指  

定短期入所療養介護については、病院療養病床短期入所療養  

介護費は、算定しない。  

（4）栄養管理体制加算  

療養病床経過型短期入所療養介護費（【）を算定する。  

イ 感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師  

が判断した者  

口 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を  
利用する者  

ハ 著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状  

況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室  

の利用の必要があると医師が判断した者  

9 指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注  
1及び注6の規定による届出に相当する介護療養施設サービ  
スに係る届出があったときは、注1及び注6の規定による届  
出があったものとみなす。   

10 利用者が連続して30 日を超えて指定短期入所療養介護を  
受けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指  

定短期入所療養介護については、病院療養病床短期入所療養  

介護費は、算定しない。  

」立 栄養管理体制加算   

ト）管理栄養士配置加算  12単位   

に）栄養士配置加算  10単位   

注1 卜）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの  

として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所  
について、1日につき所定単位数を加算する。  

イ 管理栄養士を1名以上配置していること。   

12単位  

10単位  

卜）管理栄養士配置加算  

（コ 栄養士配置加算  

注1 卜）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの  

として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所  
について、1日につき所定単位数を加算する。  

イ 管理栄養士を1名以上配置していること。  

－5－  



口 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所  

療養介護事業所であること。  

2 に）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの  

として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所  
について、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この  
場合において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、  

算定しない。  

イ 栄養士を1名以上配置していること。  

口 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所  
療養介護事業所であること。   

皿療養食加算  23単位  

注 次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知  

事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定短期入所療  

養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養食を提供した  

ときは、1日につき所定単位数を加算する。  

イ 食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい  

ること。  

ロ 利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容  

の食事の提供が行われていること。  

ハ 食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する  

指定短期入所療養介護事業所において行われていること。   

皿緊急短期入所ネットワーク加算  50単位  

注 別に厚生労働大臣が定める基準に適合するものとして都道府  

県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所が、利用者（別  
に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対し、指定短期入所療  
養介護を行った場合は、1日につき所定単位数を加算する。  

」旦」特定診療費  

利用者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち日常  

的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行っ  
た場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得  

た額を算定する。   

ハ 療養病床を有する診療所における短期入所療養介護費 （略）   

ニ 老人性認知症疾患療養病床を有する病院における短期入所療養介   

ロ 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所  

療養介護事業所であること。  

2 に）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの  

として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所  
について、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この  

場合において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、  

算定しない。  

イ 栄養士を1名以上配置していること。  
ロ 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所  

療養介護事業所であること。  

且 療養食加算  23単位   

注 次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知  

事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定短期入所療  

養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養食を提供した  

ときは、1日につき所定単位数を加算する。  

イ 食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい  

ること。  

ロ 利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容  

の食事の提供が行われていること。  

ハ 食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する  

指定短期入所療養介護事業所において行われていること。  
緊急短期入所ネットワーク加算  50単位  皿  

注 別に厚生労働大臣が定める基準に適合するものとして都道府  

県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所が、利用者（別  

に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対し、指定短期入所療  
養介護を行った場合は、1日につき所定単位数を加算する。  

特定診療費  

利用者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち日常   

皿  

的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行っ   

た場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得   
た額を算定する。   

ハ 療養病床を有する診療所における短期入所療養介護費 （略）   

二 老人性認知症疾患療養病床を有する病院における短期入所療養介  
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護費  

（1）認知症疾患型短期入所療養介護費（1日につき）   

卜）認知症疾患型短期入所療養介護費川 〈大学鵬等〉看護：介護3：16：1  

a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i））く従来型個室〉  

護費   

認知症疾患型短期入所療養介護費（1日につき）  

卜） 認知症疾患型短期入所療養介護費川 〈大学病院等〉硝：介護3：16：1  

a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉   

I 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）く多床室〉  

I 経過的要介護  
ii 要介護1  

iii要介護2  
iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5   

l 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  
iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）く多床圭〉  

l 経過的要介護  
ii要介護1   

＝ 要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5   

833単位  

1，035単位  

1，102単位  

1，169単位  

1，237単位  

1，304単位  

944単位  

1，146単位  

1，213単位  

1，280単位  

1，348単位  

1，415単位  

833単位  

1，035単位  

1，102単位  

1，169単位  

1，237単位  

1，304単位   

944単位  

1，146単位  

1，213単位  

1，280単位  

1，348単位  

1，415単位  

に） 認知症疾患型短期入所療養介護費川）〈別科砧等〉看護：介護4：14：1  に）認知症疾患型短期入所療養介護章（Ⅰ）く榊瞞院等〉硝：鰻4：14：1  

a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉  a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉  

l 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）く多床圭〉  

l 経過的要介護  

ii要介護1   

摘 要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5   

766単位   

977単位  

1，048単位  

1，118単位  

1，189単位  

1，259単位  

850単位  

1，108単位  

1，179単位  

1，249単位  

1，320単位  

1，390単位  

l 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）く相室〉  

i 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5   

766単位   

977単位  

1，048単位  

1，118単位  

1，189単位  

1，259単位   

850単位  

1，108単位  

1，179単位  

1，249単位  

1，320単位  

1，390単位  

（三）認知症疾患型短期入所療養介護費（Ⅱ）く榊棚院等〉看護：介護4：15：1  （三）認知症疾患型短期入所療養介護費（耶く榊絹院等〉看護：介護4：15：1   

a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉  a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i）〈従来型個圭〉  

l 経過的要介護  】経過的要介護  743単位  743単位   
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ii要介護1  
iii要介護2  
iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 認知症疾患型短期入所療養介護費州 〈多床皇〉  

l 経過的要介護  
ii要介護1  
iii要介護2  
iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5   

ii要介護1   

jji要介護2  
iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 認知症疾患型短期入所療養介護費州 く紺圭〉  

l 経過的要介護  
ii要介護1   

jii要介護2  
iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5   

948単位  

1，017単位  

1，085単位  

1，154単位  

1，222単位  

827単位  

1，079単位  

1，148単位  

1，216単位  

1，285単位  

1，353単位  

948単位  

1，017単位  

1，085単位  

1，154単位  

1，222単位  

827単位  

1，079単位  

1，148単位  

1，216単位  

1，285単位  

1，353単位  

凋）認知症疾患型短期入所療養介護費W）〈榊棚院等〉看護：憎4：16：1   （四）認知症疾患型短期入所療養介護費（Ⅳ）く榊科鵬等〉硝二憎4：16：1   

a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉   

l 経過的要介護   

ii要介護1   

iii要介護2   

iv 要介護3  

V 要介護4  
Vi要介護5   

b 認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）く多粍〉   

l 経過的要介護   

ii要介護1   

iii要介護2   

iv 要介護3  
V 要介護4  
Vi要介護5  

（五）認知症疾患型短期入所療養介護費（Ⅴ）経過措置型（酎   

a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉   

l 経過的要介護   

ii要介護1   

＝ 要介護2   

iv 要介護3  

V 要介護4   

Vj 要介護5   

a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i）〈従来型個室〉   

l 経過的要介護   

ii要介護1   

iii要介護2   

iv 要介護3  

V 要介護4  
Vi要介護5   

b 認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）く多床圭〉   

l 経過的要介護   

ii要介護1   

iii要介護2   

iv 要介護3  
V 要介護4  
Vi要介護5  

（五）認知症疾患型短期入所療養介護糞（Ⅴ）経過措置型（※）   

a 認知症疾患型短期入所療養介護費（i）く従来型個室〉   

l 経過的要介護   

ii要介護1  

日 要介護2   

iv 要介護3  

V 要介護4  
Vi要介護5   

730単位   

932単位   

999単位  

1，066単位  

1，134単位  

1，201単位  

814単位  

1，063単位  

1，130単位  

1，197単位  

1，265単位  

1，332単位  

く榊科捕等〉  

668単位   

870単位   

937単位  

1，004単位  

1，072単位  

1，139単位  

730単位   

932単位   

999単位  

1，066単位  

1，134単位  

1，201単位  

814単位  

1，063単位  

1，130単位  

1，197単位  

1，265単位  

1，332単位  

く精柵病院等〉  

668単位   

870単位   

937単位  

1，004単位  

1，072単位  

1，139単位   
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